ビジネス情報の海外向けPR業務に係る
公募型プロポーザル方式等事業者選定委員会　議事要旨（案）

令和８年７月17日（金曜日）

１．日時及び場所
　○ 書類審査及びプレゼンテーション審査
　　 令和８年７月１７日（金曜日）　13時30分から16時00分
     大阪府咲洲庁舎25階　成長産業振興室会議室

２．審査方法
　　あらかじめ定めた審査基準（公募要領に記載）に基づき、3名の選定委員が書類審査及びプレゼンテーション審査により100点満点で総合評価を行った。最終的に各選定委員の評価を集計し、評価点数の平均が60点を超え、提案者のうち最高得点の者を最優秀提案者として選定。

３．審査対象者（提案者）
　（１）株式会社　優利グループ
　（２）大阪ビジネス海外PR共同企業体（株式会社　時事通信社、株式会社　エイブルデザイン）
　（３）株式会社　共同通信社

４．議事要旨
· 選定委員会の公開・非公開について確認（第1回選定委員会において非公開に決定済み）
· 審査方法及び審査基準の確認（総合評価点の平均が60点に満たない場合は選定しない旨を確認）
· 企画提案部分について、提案者が15分間のプレゼンテーションを実施
· その後、選定委員から10分間の質疑応答を実施
· 審査の結果、「大阪ビジネス海外PR共同企業体（株式会社　時事通信社、株式会社　エイブルデザイン）」を最優秀提案事業者に決定

【主な委員意見】
〇　最優秀提案事業者は、取材ネットワーク、メディア発信力を活かしたバランスのよい提案内容であったことに加え、単なるハンドブック制作にとどまらず、掲載企業へのアンケート実施を通して、ビジネスへの繋がりに対する効果測定まで具体的に示されていたことが評価できる。
〇 事業の実施にあたっては、海外企業等に訴求するデザインや内容となるよう工夫を求める。

５．選定委員会委員の氏名及び選定理由（敬称略・五十音順）
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